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1．はじめに
　グレコ・ローマン時代（プトレマイオス朝時代～
ローマ支配時代）のエジプトについては、古代エジプ
ト文化の伝統が保持されながらもギリシア・ローマ文
化と融合した様相が、主に文献史学や美術史学の分野
で研究されてきた（Ismail 2020）1）。ただし、これら
の先行研究では、プトレマイオス朝時代を中心に異文
化受容とそれに伴う文化変容が検討されてきた経緯が
ある。考古学的な分析に関しては、過去の発掘調査に
おける出土遺物の記録が不十分であったという問題が
あるほか（Ismail 2020: 756）、考古資料からの正確な
年代付けが十分に行われてこなかったことから、プト
レマイオス朝時代とローマ支配時代の資料の年代が混
同されてきた点も課題となっている（Riggs 2010: 

344-345）。ローマ帝国の支配がエジプトに重要な変化
をもたらしたと考えられてきたことからも（Lewis 
1970; Ismail 2020: 744）、プトレマイオス朝時代から
ローマ支配時代の通時的な文化変容を解明することが
期待されている。近年、当該時代における考古学的調
査の成果は増加しており、これらの出土資料を用いる
ことで考古学的な検証を進めることができよう。
　そこで本研究では、当該時代に地中海周辺地域に広
範に見られる2）テラコッタ製像3）のうち、出土記録か
ら年代を特定できる資料が多数検出されているテラ
コッタ製女神像を対象に、グレコ・ローマン時代にお
ける文化の変容をみていきたい。エジプトとギリシア
の神々が習合または同一視して表現されるなど、古代
エジプトとギリシア・ローマ文化の特徴の双方を有す
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るテラコッタ製女神像の形態の変化は、グレコ・ロー
マン時代を通して、エジプト文化がどのような影響を
受け変化したかを検証する際に有用である。テラコッ
タ製女神像の形態の編年に関しては、出土記録が明ら
かな資料の網羅的な集成と型式学に基づいた新たな分
類が必要であるが、包括的な編年は現状では認められ
ない。したがって本稿では年代を特定できるテラコッ
タ製女神像について、できる限り網羅的な集成を行
い、属性の形態分類を試みることで、形態の変化を明
らかにすることを目的とする。

2．先行研究
　テラコッタ製像の形態に関する先行研究では、博物
館・美術館等の所蔵資料や出土資料を対象に編年や様
式4）による分類が試みられてきた。例えば、J. フィッ
シャー（Fischer）はチュービンゲン大学考古学研究所
所蔵のテラコッタ製像の編年を行い（Fischer 1994: 
73-102; 2005: 308-13）、D. M. ベイリー（Bailey）は
大英博物館所蔵の多くのテラコッタ製像の年代を検討
した（Bailey 2008: 3）。また、M. L. アレン（Allen）
はカラニス（Karanis）（Allen 1985）、J. E. ベネット

（Bennett）はテル・ティマイ（Tell Timai）（Bennett 
et al. 2016）、R. I. トーマス（Thomas）はナウクラ
ティス（Naukratis）（Thomas 2019）の各遺跡から
出土したテラコッタ製像の年代の検討を行なった。さ
らに H. シュマンスカ（Szymańska）は、テル・ア
トリブ（Tell Atrib）から出土したテラコッタ製のい
わゆるイシス・アフロディーテ女神像5）について様式
に基づいた編年を試みた（Szymańska 2005: 131-
144）。加えて、H. フィリップ（Philipp）によってベ
ルリンのエジプト博物館所蔵資料の一部のテラコッタ
製女神像について様式に基づいた編年が試みられてい
る（Philipp 1972: 12-15）。
　一方で、これらの先行研究では個々の博物館資料や
1 遺跡からの出土資料を対象とした部分的な分類や編
年に留まり、テラコッタ製像の編年や型式の包括的な
研究が乏しい。また、現存している多くのテラコッタ
製像の来歴が不明瞭であるため、出土記録が明らかな
資料を対象とした研究が必要である。近年、アコリス

（Akoris）ではプトレマイオス朝時代のテラコッタ製
像 が 発 見 さ れ て い る ほ か（The Paleological 
Association of Japan, Inc., Egyptian Committee 
1995）、北サッカラ（North Saqqara）から検出された
カタコンベの遺構からは出土コンテクストが明確なテ
ラコッタ製像が出土している（Kawai 2020, 2021a, 
2021b; 河合・吉村・柏木ほか 2020; 河合・吉村・近藤
ほ か 2020）。 ま た、 少 数 で は あ る が ア ム ヘ イ ダ

（Amheida）（Boozer 2015） や コ ム・ ワ シト（Kom 

Wasit）、コム・アル＝アハマル（Kom al-Ahmer）
（Wilson 2018-2019）、カル ナク（Karnak）（Coulon 
et al. 2021）からの出土も確認できる。このように出土
記録が明確な資料が増加しつつある中、これらの資料
も含めた検討の余地が残されている。

3．研究方法と対象資料
　本研究ではグレコ・ローマン時代の遺跡から出土し
たテラコッタ製女神像を網羅的に集成した。中でも層
位や共伴遺物による年代の特定が可能であり、かつ複
数のテラコッタ製女神像が確認できるテル・ティマイ
14 点、 テ ル・ ア ル＝ ヘ ル（Tell el-Herr）6 点、 テ
ル・アトリブ 20 点、北サッカラ 10 点、カラニス 9
点、モン・クラウディアヌス（Mons Claudianus）6
点の計 6 遺跡、65 点（表 1～6：Cat. 1～65）のテラ
コッタ製女神像を分析対象とする（図 1）。当該時代
の女神を形態によって区別することは困難であること
から6）本稿では特定の女神に限定せず、女神の要素を
持つテラコッタ製像を選定した。ここでは、次の二つ
の条件を満たすものを女神像とする。第一にカラト
ス7）やバシレイオン8）のような頭部装飾を有するこ
と、第二に幼少期のホルス神あるいはハルポクラテス
神、またはエロスを表す子供や9）、シストルムといっ
たアトリビュート（持物）10）を有することである。た
だし、胴部など部分的に残存しているもので、上記 2
点の基準を満たさない場合でも、既往研究で女神像と

図 1　 本稿で分析対象とするテラコッタ製女神像が出土し
た遺跡の分布図

（Bagnall 2001: Fig. 1. Outline map of Egypt をもとに
作成）
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して指摘されてきた、直立した姿勢の「裸の女神11）」
や、人間とは区別されると示唆されている「アナシル
マ12）」（Bailey 2008: 9; Sandri 2012: 637-638） の 姿
勢をとる資料は女神像として選定する。さらに、イシ
スに関する髪型とされる縦巻きのカールの髪型を有す
る資料及び「イシスの結び目（ティト）13）」と呼ばれ
る装飾のある衣装を着用する資料についても対象とす
る。本稿では、各出土資料の年代は報告書に依拠し、
層位または共伴遺物から年代の特定ができる資料のみ
取り扱う。型式については、先行研究では抽象的かつ
断片的な検討に留まり、明確な型式分類が示されてこ
なかった14）。そのうえ、完形品の出土数が少数である
ことから、型式を設定することは現時点では難しい。
そこで本稿では、テラコッタ製女神像の型式を構成す
る属性まで分解し、各属性の形態の分類を行うことで
年代的な変化を検証する。テラコッタ製像の分類方法
については次章で詳述する。

4．テラコッタ製女神像の各属性における形態分類
　テラコッタ製のいわゆるイシス・アフロディーテ女神
像について、シュマンスカはテル・アトリブからの出土
例を対象に、目、髪型、衣装、頭部装飾の 4 点におい
て「様式15）」を用いることで、美術史学の「類型論

（Typologie）」による編年を試みている（Szymańska 

2005: 131-144）。シュマンスカの研究では、「髪のカー
ルが少ない」や「本数が多い」という表現がされるよ
うに対象資料の個々の資料の描写にとどまり、各「様
式」を分類する体系的で明確な基準が示されていな
い。よって編年や遺跡間の比較検討を可能にする、客
観的な基準が必要である。また、テル・アトリブ出土
の資料の多くが裸像であり、アトリビュートを有さな
い点から、衣装の表現とアトリビュートに着目した分
析はほとんど進められてこなかった。さらに、シュマ
ンスカは頭部装飾の年代的な差異を追うことは不可能
であると述べているため（Szymańska 2005: 139）、
本項目について他の遺跡からの出土資料も併せた検討
の余地が残されている。
　以上の課題から、本稿では考古学的な型式学の観点
から、テラコッタ製女神像の形態の分類を試みる。た
だし、すでに示したように本稿で取り扱うテラコッタ
製女神像は完形品でない場合が多く、この点から型式
の設定、すなわち個々の資料が有する性質のなかか
ら、編年に有効な要素を抽出した構成を設定すること
は難しい。したがって、本稿では型式を構成する性質
のうち、編年に有効と考えられる頭部装飾や衣装、姿
勢などの属性の形態的な分類を試みた（図 2）。属性
の項目は、（i）頭部属性では①目、②口角、③ -1 前
髪、③ -2 側部、④頭部装飾、（ii）胴部属性では①衣
装、②姿勢、③アトリビュートに分けられる。各属性

図 2　エジプト、グレコ・ローマン時代のテラコッタ製女神像の属性における形態分類
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ランス」、体の重心を片方の脚（支脚）に乗せ、もう
片方の脚（遊脚）を弛緩させて立つ「コントラポス
ト20）」、性器を露出させた姿勢である「アナシルマ」
に分類される。「アナシルマ」に関しては衣服の裾を
手で持ち上げる姿勢である「アナシルマ」と、衣服を
手で持ち上げず、両腕を体側に伸ばす姿勢である「直
立アナシルマ」に細分類される。坐像は籠状の台座に
着座する「坐像」、両手を広げ着座する「坐像オラン
ス」に分けられる。
③アトリビュート（持物）：出土記録が明らかではな
い博物館所蔵資料において、リュトンやウラエウス、
子供（幼少期のホルス神あるいはハルポクラテス神、
またはエロス神）、シトゥーラや犬などさまざまなア
トリビュートが確認できる。一方で、本研究で取り扱
う考古学的記録が明らかな資料においては、少数のテ
ラコッタ製女神像からシストルムなどの楽器やリュト
ン、球形の容器、バスケット、子供、ウラエウスなど
のアトリビュートが見られる。本稿では、考古学的記
録から年代が明らかなテラコッタ製女神像の形態変化
を追うことを目的とするため、分析対象とする資料で
確認できたアトリビュートのみを分類する。

5．分析結果
　本章ではテラコッタ製女神像が出土した遺跡の概要
と出土遺構、及び形態分析の結果を出土した遺跡ごと
にまとめ、各遺跡から出土したテラコッタ製女神像の
形態変化の傾向を見ていきたい。分析の結果、（i）頭
部属性においては、それぞれの属性に連動性がみられ
ないことから、①目、②口角、③髪型、④頭部装飾と
属性ごとに分析結果を示す。一方で（ii）胴部属性の
形態に関しては、衣装やアトリビュートの有無は姿勢
の属性に依拠することが明らかとなったことから併せ
て記載する。

（1）テル・ティマイ（図 3、表 1）
　 テ ル・ テ ィ マ イ、 古 代 ギ リ シ ア 語 名 ト ム イ ス

（Thmouis）はナイル・デルタの北東部、現代のダカ
リーヤ（Daqaliyah）州に位置する。本遺跡から
は、特にグレコ・ローマン時代の焼成レンガの構造物
や神殿址、浴場址、前 4 世紀～前 2 世紀の窯址などを
含む生産遺構、プトレマイオス朝時代の住居址や埋葬
遺構、ローマ支配時代後期の公共建築物址などが検出
さ れ て い る（Littman and Silverstein 2009, 2011; 
Littman et al. 2010, 2012, 2013; Bennett et al. 2016: 
1-3）。本遺跡からは計 14 点のテラコッタ製女神像が
出土しており、プトレマイオス朝時代（前 4 世紀～前
1 世紀）の住居址からの出土資料 2 点及び住居址に関
連すると見られる資料 4 点、遺構が検出されていない

の形態的な分類基準については以下に詳述する。

（i）頭部属性における形態分類
①目：切れ長で中央部分が膨らむ形態を「アーモンド
形」とする。厚い瞼で中央に窪みがある形態を「窪み
形」とし、厚い瞼で中央に線刻で目が表現される形態
を「コーヒー豆形」とする。円形の突出した形態は

「球体突出形」とした。
②口角：本属性は 3 形態に分類される。それぞれ目視
にて口角の両端が明らかに直線的であることが確認で
きる形態を「直線」、上部に向かって反る形態を「両
端上がり」、下部に向かって反る形態を「両端下がり」
とした。
③髪型：髪型は前髪と側部に分けられ、それぞれの組
み合わせによって表現される。よって本研究では

「③ -1 前髪」と「③ -2 側部」に分けて細分類する。
③ -1 前髪：前髪の分け目の有無により「センター分
け」と「分け目なし / カール」「分け目なし / ウェー
ブ」「細かいカール」「前髪なし」に分類される。「分
け目なし / カール」は「分け目なし / ウェーブ」と比
較し、丁寧なカール表現が施される点が異なる。な
お、「前髪なし」は、前髪がショール等の中に入れら
れている状態か、あるいは前髪が見られない形態を指
す。
③ -2 側部：大きくカールの有無で分類される。カー
ルが確認できる場合、「カール 2 段複数列」「カール 3
段 複 数 列 」「 カ ー ル 1 段 1 列 」「 カ ー ル 2 段 1 列 」

「カール 1 段複数列」に細分類される。カールが無い
場合は「ストレート」「細かいカール」「まとめ髪」に
分類される。
④頭部装飾：頭部装飾は単数～複数の要素が組み合わ
されて表現される（図 2 右）。主たる構成要素は環状
の「花冠」や籠状の「カラトス」、牛の角と太陽円
盤、一対の羽で構成される「バシレイオン」、小ぶり
の「冠」、後頭部に円形で表現される「ニンブス16）」
である。複数の頭部装飾の要素が用いられる場合「花
冠＋バシレイオン」というように標記する。

（ii）胴部属性における形態分類
①衣装：衣装が確認できるテラコッタ製女神像につい
て、衣装の種類を分類するためには詳細な観察が必要
であり、報告書等の記録から判断することは容易では
ない。よって、それぞれ着衣の有無から大きく「裸
体」または「着衣」と分類する。ただし「ドーリア式
キトン17）」や「イオニア式キトン18）」、「ヒマティオ
ン19）」、「V ネック形のチュニック」など明らかに衣装
の種類が確認できる資料については細分類を試みる。
②姿勢：姿勢は大きく立像と坐像に区分される。立像
は両足が揃えられた「直立」、両手を広げた「立像オ
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図 3　テル・ティマイ遺跡出土のテラコッタ製女神像
（Bennett et al. 2016: Figs. 68-74, 76, 77, 79, 81, 82, 91, 95 をもとに作成）

層位から出土した 1 点、プトレマイオス朝時代末～
ローマ支配時代（前 1 世紀～後 4 世紀）の宗教関連施
設・工房・埋葬・行政や公共施設・商業施設といった
遺構からの出土資料 7 点に区分される。

（i）頭部属性
①目：多くのテラコッタ製女神像は摩耗しており、目
視での目の形態の判断は困難である。確認できた目の
形態は「アーモンド形」と「窪み形」の 2 点のみであ
り（Cat. 10, 11）、これらは前 1 世紀～後 1 世紀に年
代づけられる。
②口角：顔部分の摩耗により、目視での形態判断がで
きたのは 3 点にとどまる。うち前 4 世紀～前 3 世紀に
年代づけられる 1 点は「直線」（Cat. 1）であり、ほ
か 2 点は前 1 世紀～後 1 世紀に年代づけられる「両端

下がり」の資料（Cat. 10, 11）となっている。
③髪型：前 4 世紀～前 2 世紀の資料からは前髪が「分
け目なし」で、側部が「まとめ髪」または「カール」
のみ確認でき（Cat. 1, 2, 5）、前 1 世紀以降の資料で
は「センター分け」の前髪と複数列の丁寧な「カー
ル」の側部のみ認められる（Cat. 10, 11）。
④頭部装飾：前 4 世紀～前 2 世紀を通して、「花冠」

（Cat. 2, 5）や「カラトス」（Cat. 4）21）「バシレイオ
ン」（Cat. 1）など 1 層で構成される一方、前 1 世紀
以降にはヘルメット状の頭部装飾や柱状の冠など様々
な頭部装飾が組み合わされる傾向にある（Cat. 10～
12）22）。

（ii）胴部属性
　姿勢と衣装の双方の属性が確認できる前 4 世紀～前
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1 世紀の資料のうち、7 点中 6 点が「裸体」かつ「直
立」の姿勢を有する（Cat. 1～3, 5, 6, 8）。「着衣」で
ありかつ「アナシルマ」の姿勢を有する資料は前 3 世
紀～ 前 2 世 紀 に 年 代 づ け ら れ る 1 点 の み で あ る

（Cat. 7）。前 1 世紀～後 1 世紀の資料では前 1 世紀に
年代づけられる資料 1 点を除いて他 2 点に「着衣」の
資料が窺え、「アナシルマ」の姿勢や左手を胸に当て
る姿勢など異なる様相で表現される（Cat. 11, 13）。
また、本遺跡から出土したテラコッタ製女神像の胴部
属性をまとめると、「直立」姿勢は「裸体」で表現さ
れる点が窺える。加えて「直立」の姿勢と、衣装を伴
う「アナシルマ」の姿勢には、アトリビュートを有さ
ないという共通点がある。

（2）テル・アル＝ヘル（図 4、表 2）
　テル・アル＝ヘル、古代ギリシア語名マグドロス

（Magdolos）はシナイ半島北西部に位置する。プト
レマイオス朝時代の住居址や神殿の周壁址、墓地など
が検出されており、後 3 世紀のローマ支配時代にはこ
れらの遺構の上部に要塞が建造された。なお、要塞の
東門の付近では、神殿と考えられる建築址や地下室址
が検出されている。本遺跡のプトレマイオス朝時代～
ローマ支配時代の要塞址と住居址からは計 6 点のテラ
コッタ製女神像が出土している。出土記録の不足など
から崇拝行為を明確に見極めることは困難ではある
が、C. E. バレット（Ballet）はテラコッタ製像が遺
跡の住民の民間信仰の一端を担っていたと指摘してい
る（Ballet 2007: 270-271）。

（i）頭部属性
①目：前 3 世紀～前 1 世紀の資料 1 点（Cat. 16）に

のみ「アーモンド形」が見られた。
②口角：本遺跡から出土したテラコッタ製女神像にお
いて、口角の確認はできなかった。
③髪型：前 4 世紀と考えられる資料 1 点において「分
け目なし」の前髪かつ「ストレート」の側部を有する
髪型が確認できる（Cat. 15）。前 3 世紀～前 1 世紀の
資料に引き続き「分け目なし」の前髪が見られる一方

（Cat. 17）、センター分けの表現も認められ（Cat. 
16）、双方の側部は「カール」の形態を持つ。
④頭部装飾：前 4 世紀に年代づけられる資料 1 点と前
3～前 1 世紀に年代づけられる資料において、それぞ
れ「冠」と「花冠」の一要素で頭部装飾が構成されて
いる（Cat. 15～17）。

（ii）胴部属性
　胴部が確認できた資料は前 3 世紀～後 4 世紀と年代
幅が非常に大きな資料 3 点のみである。これらの資料
は「裸体」かつ「直立」姿勢が 2 点（Cat. 18, 19）、

「着衣」かつ「アナシルマ」姿勢が 1 点（Cat. 20）で
あり、いずれもアトリビュートを有していない。本遺
跡において胴部の形態の年代的な変化を追うことは困
難ではあるが、「直立」姿勢は「裸体」で表現され、

「直立」と「アナシルマ」の資料にはアトリビュート
がない点はテル・ティマイ出土資料に類似する。

（3）テル・アトリブ（図 5、表 3）
　テル・アトリブ、古代ギリシア語名アトリビス

（Athribis）はベンハ（Benha）郊外に位置する。末
期王朝時代の神殿址に加え、グレコ・ローマン時代の
グリッド状の道路の遺構が検出されたほか、遺跡北部
には前 2 世紀の公共浴場に関連する複合施設の遺構が

表 1　テル・ティマイ遺跡出土のテラコッタ製女神像の形態分析リスト（－は欠損等により観察不可）
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確認されている。西部では工房址が検出された。その
ほとんどが土器やランプ、テラコッタ製像を製作した
工房である。本遺跡の東部に位置するローマ支配時代
の層位からは、富裕層の集合住居址が検出されている
が、200 年の間にしばしば改築されたようである。さ
らに、ビザンティン時代の住居址や同時代の教会遺構
も確認された（Szymańska 2005: 13-43）。本遺跡か
らは計 20 点のテラコッタ製女神像が出土した。これ
らは前 3 世紀～前 1 世紀のプトレマイオス朝時代の浴
場址や工房址に由来する資料と、前 1 世紀～後 2 世紀
のローマ支配時代の建築址、浴場址、行政や公共施設
として利用された遺構に由来する資料である。

（i）頭部属性
①目：前 3 世紀～前 1 世紀の資料の目は「アーモンド
形」（Cat. 21, 22, 24, 27, 30）と「窪み形」（Cat. 25, 
26, 28, 34）が主流である。後 1 世紀前半には「アー
モンド形」1 点が見られるが（Cat. 35）、後 1 世紀後
半以降には「コーヒー豆形」が主流となる（Cat. 
37～40）23）。
②口角：前 3 世紀～後 2 世紀を通して口角が確認され
る資料 16 点のうち 10 点が「直線」であり、一部に

「両端上がり」や「両端下がり」は見られるが、規則
性は確認できない。

③髪型：前髪は前 3 世紀～前 1 世紀において「前髪な
し」（Cat. 22, 24, 25, 29）や「センター分け」（Cat. 
21, 26, 30, 34）、「分け目なし」（Cat. 27, 28）などの
様々な形態が認められる。後 1 世紀以降になると「前
髪なし」は見られなくなり、時代が下るに連れて「セ
ンター分け」が多数を占めるようになる（Cat. 37, 
39, 40）。なお、全ての髪型の側部において「カール」
表現が適用されるが、カールを構成する毛束の段数と
本数に差異が見られる。
④頭部装飾：前 3 世紀～前 2 世紀の資料に「花冠」と

「カラトス」が組み合わされた形態や（Cat. 21, 22）、
「花冠」単体の形態（Cat. 24, 25）が見られ、前 2 世
紀からは二重の「花冠」と「バシレイオン」、「カラト
ス」が組み合わされた形態など（Cat. 30）、頭部装飾
の多様化が伺える。さらに前 1 世紀以降 2 層以上で表
現される傾向にある（Cat. 34～36, 39, 40）。

（ii）胴部属性
　前 3 世紀～前 2 世紀の多数のテラコッタ製女神像は

「裸体」であり、うち 3 点は「直立」姿勢（Cat. 23, 
24, 30）である。同年代には 2 点の「着衣」の資料が
見られ、1 点は「コントラポスト」（Cat. 25）、他 1
点は「アナシルマ」（Cat. 26）の形態をとる。前 1 世
紀以降は「着衣」のテラコッタ像が主流となり、「直

図 4　テル・アル＝ヘル遺跡出土のテラコッタ製女神像
（Ballet 2007: Cat.  1, 20-24 をもとに作成）

表 2　テル・アル＝ヘル遺跡出土のテラコッタ製女神像の形態分析リスト（－は欠損等により観察不可）
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立アナシルマ」の姿勢（Cat. 33）と「座像」（Cat. 
36）が検出されている。さらに「コントラポスト」

（Cat. 25）と「座像」（Cat. 36）において、前者は子
供、後者はシストルムと球形の壺のアトリビュートが
認められた。また、本遺跡においても「直立」姿勢に
は「裸体」表現が窺えた。加えて「コントラポスト」
と「座像」の姿勢にのみアトリビュートが確認された。

（4）北サッカラ（図 6、表 4）
　北サッカラ遺跡は古代エジプト史を通して行政の中
心であったメンフィスの主要墓地が存在したサッカラ
遺跡の北部に位置する。本遺跡からは、現時点の見解
としてプトレマイオス朝時代末期～ローマ支配時代に
活動が営まれたとみられるカタコンベ（集団地下墓地）
が検出されている（Kawai 2020, 2021a, 2021b; 河

合・吉村・柏木ほか 2020; 河合・吉村・近藤ほか 
2020）。同遺跡からは、年代が特定できる計 10 点24）

のテラコッタ製女神像が出土しており、そのうちの前
1 世紀～後 1 世紀と年代づけられる資料 6 点はカタコ
ンベの入口の軒蛇腹（コーニス）の上部に置かれたス
テラの前から出土した。また、カタコンベ内部からも
同年代のテラコッタ製女神像 4 点が出土している。

（i）頭部属性
①目：目が確認できる資料において「コーヒー豆形」が
2 点（Cat. 42, 43）、「窪み形」が 2 点（Cat. 45, 46）、

「アーモンド形」が 3 点見られる（Cat. 41, 44, 48）。
②口角：全ての資料において「直線」的な口角が認め
られる。
③髪型：「センター分け」かつ複数列の「カール」の
表現が主流ではあるが、前髪と側部が確認できる 8 点

図 5　テル・アトリブ遺跡出土のテラコッタ製女神像
（Szymańska 2005: Cat. 23-25, 27, 28, 30-38, 44-46, 48, 50, 51 をもとに作成）
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のうち 2 点のみに「細かいカール」の前髪と「カー
ル」の側部の組み合わせが見られる（Cat. 45, 46）。
④頭部装飾：全ての資料において 2 種類以上の要素で
表現される傾向が見られる。組み合わされられる頭部
装飾の要素は「コブラ」や城壁を模した「カラトス」
など様々であり、他遺跡から出土したテラコッタ製女
神像の頭部装飾と比較しても多様性に富むものである。

（ii）胴部属性
　前 1 世紀～後 1 世紀の資料のうち 6 点はドレープ状
の衣装で「直立アナシルマ」の姿勢をとる。うち 4 点
はピンク色の V ネックのドレープ状の衣装であり

（Cat. 45～48）、他 2 点には「イシスの結び目」が見
られる（Cat. 42, 43）。また「コントラポスト」の姿
勢の形態を有する 2 点はドレープ状の布を腰に着用
し、上半身は裸体の表現で、右手にリュトン、左手に
それぞれ異なるアトリビュートを有する（Cat. 41, 
49）。「裸体」でありかつ「直立」の姿勢は 1 点のみで
あった（Cat. 44）。

（5）カラニス（図 7、表 5）
　カラニスはナイル川西岸のファイユームに位置し、

プトレマイオス朝時代の前 3 世紀に建設された都市で
あるが、現存しているほとんどはローマ支配時代初期
の 遺 構 で あ る。 本 遺 跡 か ら は ロ ー マ 皇 帝 ネ ロ

（Nero：在位 54-68）統治時代に建設された南神殿
址、同じくローマ支配時代初期に建造された北神殿
址、ローマ支配時代初期の浴場址、住居址が検出され
た。さらに、南神殿の西部と北神殿の北部には、富裕
層の住居址も確認されている（Roger and Dominic 
eds. 2008: 131-134）。本遺跡からは、主に後 2～4 世
紀の宗教施設に関する遺構または倉庫址から計 9 点の
テラコッタ製女神像25）が出土している。

（i）頭部属性
①目：後 3 世紀後半～4 世紀初頭にかけて「窪み形」
が 3 点（Cat. 53～55）、「コーヒー豆形」1 点が窺え

（Cat. 57）、後 3～4 世紀の資料 1 点から「窪み形」が
みられる（Cat. 58）。このように後 3～4 世紀にかけ
て「窪み形」の目の表現が主流である点が見て取れる。
②口角：全ての資料において直線的な広角が認められ
た。
③髪型：後 3 世紀後半～4 世紀初頭において、「分け
目なし / カール」1 点（Cat. 53）、「細かいカール」3

表 3　テル・アトリブ遺跡出土のテラコッタ製女神像の形態分析リスト（－は欠損等により観察不可）
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点（Cat. 54, 55, 57）、「 セ ン タ ー 分 け 」1 点（Cat. 
56）の前髪の形態が確認でき、「細かいカール」を有
するものは側部においても同様の形態となる。一方

「分け目なし / カール」や「センター分け」などの前
髪の形態を有する資料の側部は「カール」表現をと

る。さらに後述するように、ショールの中に髪を入れ
る髪型など、特有の形態が窺える。
④頭部装飾：後 2～3 世紀の資料 1 点は「ショール」
を被り（Cat. 51）、後 3 世紀の資料 1 点は「バシレイ
オン」と見られる頭部装飾を有する（Cat. 52）。後 3

図 6　北サッカラ遺跡出土のテラコッタ製女神像 ©North Saqqara Project（NSP）
（提供：金沢大学河合研究室）

表 4　北サッカラ遺跡出土のテラコッタ製女神像の形態分析リスト（－は欠損等により観察不可）
※NS のつく番号は金沢大学北サッカラ調査隊が採用している遺物番号である。
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世紀後半～4 世紀初頭の頭部装飾が確認できる資料 3
点において、「ショール」（Cat. 56）、冠の上から

「ショール」を被る資料（Cat. 57）、「花冠」（Cat. 
53）が確認できた。また後 3～4 世紀の資料からは

「花冠」または「ニンブス」を有する資料が見られる
ほか（Cat. 58）、後 4 世紀の資料 1 点においても「ニ
ンブス」と見られる資料が見られる（Cat. 59）。

（ii）胴部属性
　後 2～3 世紀の資料ではチュニックとショールを着

用する坐像のテラコッタ製像が 1 点見られるほか
（Cat. 51）、後 3 世紀の資料 1 点からドレープ状の羽
織と「イシスの結び目」を有する「コントラポスト」
の姿勢が見られる（Cat. 52）。後 3 世紀後半～4 世紀
初頭の資料 5 点はいずれも V ネックのチュニックを
着用した坐像の「オランス」であり（Cat. 53～57）、
後 3～4 世紀の資料にはチュニックを着用した立像の

「オランス」の資料も認められた（Cat. 58）。なお、
後 4 世紀の「直立オランス」の資料 1 点は「裸体」で

図 7　カラニス遺跡出土のテラコッタ製女神像（表中の参考 HP の資料をもとに作成）

表 5　カラニス遺跡出土のテラコッタ製女神像の形態分析リスト（－は欠損等により観察不可）
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あると見られるが、着衣があった可能性も考えられる
（Cat. 59）。以上からカラニスの資料の着衣の有無に
ついては、その多くが「着衣」であり、後 3 世紀以降
に V ネックのチュニックを着用した「オランス」の
姿勢が主流となる。さらに、本遺跡から出土したテラ
コッタ製女神像においても、テル・アトリブ遺跡及び
北サッカラ遺跡から出土した資料と同様に「コントラ
ポスト」の姿勢とアトリビュートの属性の有無に関係
性が窺える。

（6）モン・クラウディアヌス（図 8、表 6）
　モン・クラウディアヌスはエジプトの東部砂漠に位
置する主要なローマ支配時代の採石場で、ローマ帝国
の建築物に使用された円柱が生産されていた26）。本遺
跡には、中心となる砦と採石場に隣接する集落がある
ほか、砦やセラピス27）神殿、浴場、倉庫、動物を飼
育するための巨大な複合施設が確認されている。この
主要な複合施設から 1 km 南西には、小規模な集落が
確認されている他、北東に位置する丘の中腹部に、司

令官の住居と考えられている建築物が検出されてい
る。なお、主要な複合施設が建造される以前に存在し
ていた集落は、モン・クラウディアヌスの採石事業の
元々の中心地であったと考えられている（Roger and 
Dominic eds. 2008: 285-286）。本遺跡からは、計 6
点のテラコッタ製女神像が出土しており、後 1～2 世
紀の要塞址やこれに伴う住居址から出土する傾向にあ
る。

（i）頭部属性
①目：後 1～2 世紀の資料 2 点（Cat. 60, 62）、後 2 世
紀の資料 1 点（Cat. 64）について同様に「窪み形」
が見られる他、「アーモンド形」も 1 点見られる

（Cat. 65）。
②口角：後 1～2 世紀の資料のうち 1 点に「直線」的
な口角が見られる一方（Cat. 62）、口角が確認できる
他 3 点の資料は全て「両端下がり」の形態をとる

（Cat. 60, 64, 65）。
③髪型：後 1～2 世紀の資料のうち 1 点は「センター
分け」（Cat. 60）、他 1 点は「細かいカール」である

図 8　モン・クラウディアヌス遺跡出土のテラコッタ製女神像
（Maxfield and Peacock eds. 2006: Cat. 1, 2, 9, 10, 11, 26 をもとに作成）

表 6　 モン・クラウディアヌス遺跡出土のテラコッタ製女神像の形態分析リスト（－は欠損等により観察不可）
※ 1　オランスまたは籠を持つ姿勢と判断できないことから本姿勢は分類項目に含めない
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（Cat. 62）。後 2 世紀の資料 1 点においても「細かい
カール」が見られるほか（Cat. 64）、「センター分け」
の資料 1 点も出土している（Cat. 65）。側部の髪型に
関しては、後 1～2世紀の資料 1 点に「カール」複数
列表現が見られる他（Cat. 60）、「カール」表現 1 点

（Cat. 61）、「まとめ髪」1 点（Cat. 63）、「細かいカー
ル」1 点（Cat. 62）と多種多様な表現となってい
る。後 2 世紀の資料も同様に 1 段 1 列の「カール」資
料 1 点（Cat. 65）と「細かいカール」の資料 1 点が
見られた（Cat. 64）。モン・クラウディアヌスにおい
てもカラニス出土のテラコッタ製女神像と同様に「細
かいカール」の表現が見られる点が特徴的である。
④頭部装飾：後 1～2 世紀の資料 1 点において「花冠」
に加え上部に頭部装飾が存在した痕跡が窺えるが

（Cat. 60）、破損のため具体的な形状を推察すること
は困難である。なお、同年代の資料 2 点に「花冠」の
み有する資料が認められた（Cat. 62, 63）。後 2 世紀
の資料 1 点は、破損はしているが頭部装飾を有する点
が確認できる（Cat. 65）。このように、モン・クラウ
ディアヌス出土資料では、頭部装飾は 1 種類のみで
あった。

（ii）胴部属性
　胴部が確認できる全ての資料は「着衣」であり

（Cat. 60～62, 64, 65）、後 1～2 世紀の資料において
「イシスの結び目」やドレープ状の衣装が見られる。
さらに、1 点にのみ姿勢の形態が確認でき、頭部装飾

付近まで腕を上げる姿勢をとる（Cat. 60）28）。

6．考察
　テル・ティマイ、テル・アトリブから出土したテラ
コッタ製女神像の頭部装飾や姿勢、衣装、髪型の属性
において、前 1 世紀から後 1 世紀にかけて主流となる
形態に変化が見られた。さらに、テル・アル＝ヘル、
北サッカラから出土したテラコッタ製女神像の形態
は、上記の遺跡から出土した同時代の資料と類似する
点を確認した29）。ただし、テル・アトリブ出土資料の
頭部装飾と衣装、テル・ティマイ出土資料の衣装の形
態は、前 2 世紀から継続的に変化している点を指摘し
ておきたい。また、カラニスとモン・クラウディアヌ
スから出土したテラコッタ製女神像は、全てローマ支
配時代の資料であるが、後 1 世紀末～2 世紀以降のテ
ラコッタ製女神像に見られる姿勢や衣装、髪型の形態
において、すでに示した他遺跡で見られる前 1 世紀～
後 1 世紀以降の形態と類似する点を確認した。本章で
は、テル・ティマイ、テル・アル＝ヘル、テル・アト
リブ、北サッカラ出土資料に見られる前 1 世紀～1 世
紀間の形態の変化（図 9）と、カラニスとモン・クラ
ウディアヌス出土資料に見られる後 1 世紀末以降の形
態について各属性から考察を進める。
　テラコッタ製女神像の目の形態は、前 3 世紀～前 1
世紀には「アーモンド形」「窪み形」が主流である

図 9　 テル・ティマイ、テル・アル＝ヘル、テル・アトリブ、北サッカラ遺跡出土のテラコッタ製女神像の属性
の形態における年代変化
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が、特にテル・アトリブ出土資料において後 1 世紀前
後に「コーヒー豆形」が出現し、同時期の北サッカラ
出土資料にも同様の形態が認められた。「コーヒー豆
形」は「窪み形」を簡略化した形態であり、後 1 世紀
前後の目の形態において簡略化する傾向が部分的に見
られるようになったと考えられる。一方で、「窪み型」
はモン・クラウディアヌスの後 1 世紀末～2 世紀の資
料、カラニスの後 3 世紀以降の資料でも多数を占めて
おり、「コーヒー豆形」はカラニス出土の後 3 世紀後
半～4 世紀初頭の資料に見られる。つまり目の簡略化
は、後 1 世紀前後のテル・アトリブと北サッカラを中
心とした出土資料に先行してみられ、カラニス出土資
料では少し遅れて確認される一方、モン・クラウディ
アヌスでは簡略化が起きなかった可能性がある。
　頭部装飾に関しては、テル・ティマイ、テル・アト
リブ出土資料において、前 4～前 1 世紀に「花冠」や

「冠」といった 1 層の比較的簡素な頭部装飾が主とな
る一方で、前 1 世紀以降には複数の頭部装飾が用いら
れる傾向が強くなることが明らかとなった。また、北
サッカラ、テル・アル＝ヘル遺跡出土資料においても
上記遺跡の同年代の資料の傾向と一致していることを
確認した。この結果は、ヘレニズム後期以降、二重
冠、花輪を組み合わせた複合冠が頻繁に用いられると
いうフィッシャーの推察（Fischer 1994: 78）に一致
する。しかし、後 1 世紀末～2 世紀のモン・クラウ
ディアヌス出土資料や後 2 世紀以降のカラニス出土の
資料において、単体の頭部装飾が主流であることから
頭部装飾の複合化には地域差がある可能性も考えられ
る。つまり、フィッシャーが示したヘレニズム後期以
降の頭部装飾の複合化は、テル・ティマイ、テル・ア
トリブなどの地域で、前 1 世紀～後 1 世紀に見られる
現象なのである。
　次に頭部装飾そのものを構成する要素を見ていきた
い。カラニス出土のテラコッタ製女神像に注目する
と、花冠の他にショールやニンブスなど他の遺跡とは
異なる頭部装飾を有しているほか、北サッカラ遺跡出
土のテラコッタ製女神像においても特異的な頭部装飾
の構成要素が見て取れる。つまり頭部装飾を構成する
要素の選択という点では、その変遷の様相は出土する
遺跡によって異なるのである。
　続いて、髪型に注目すると、プトレマイオス朝時代
初期に「まとめ髪」が主流となっていたものが、プト
レマイオス朝時代末にかけて「カール」が主となる傾
向にある。「まとめ髪」は古代ギリシアの女性の髪型
にしばしば見られる髪型である。対して「カール」の
髪型は、テル・アトリブ出土資料に見られる同様の髪
型がアルシノエ 3 世（Arsinoe III）の肖像から着想
を得ていると指摘されてきた（Szymańska 2005: 
137）。さらに、北サッカラやカラニス、モン・クラウ

ディアヌスで検出されたテラコッタ製女神像は、前髪
に「細かいカール」の表現が見られる。このように前
髪を全て小さなカールに巻いた、顔を縁取るような髪
型はローマのフィラウィウス朝（69 年～96 年）から
トラヤヌス朝（98 年～117 年）の女性肖像に特徴的な
髪型とされており（芳賀・芳賀 2017: 361-362; Ballet 
2020: 132-133）、髪型の変化の要因として当時の流行
がその一要因として考えられる。ただし、北サッカラ
出土資料に注目すると同時代の同じ姿勢の資料におい
て「細かいカール」の資料と、プトレマイオス朝時代
初期から見られる縦巻きの「カール」で表現される資
料の双方が窺える。つまり、髪型においては当時の流
行を取り入れつつも、その表現方法には選択肢があっ
たと推察される。
　胴部属性の形態に関しては、姿勢と衣装の有無、ア
トリビュートの有無に密接な関係が認められた。つま
り、本稿で取り扱った女神像の「直立」姿勢は全て

「裸体」であり、アトリビュートが用いられるのは
「コントラポスト」と「座像」の姿勢に限られてい
た。「裸体」で表現される「直立」姿勢は、プトレマ
イオス朝時代初期に現れた「裸の女神」像に認められ
る。この「直立」姿勢は前 4 世紀～前 1 世紀の主流で
あったが、前 1 世紀以降には着衣の「アナシルマ」又
は「オランス」の姿勢が増加することが明らかとなっ
た。「アナシルマ」の姿勢に注目すると、「アナシル
マ」に「直立」姿勢が組み込まれた「直立アナシル
マ」に分類されるテラコッタ製女神像が検出されてお
り、M. フィンク（Fink）が指摘するように「直立」
の女神像からの連続性が窺える（Fink 2008, 2009）。
また、カラニス出土の「オランス」のテラコッタ製女
神像に注目すると、背面部分のみ裸体で表現されてい
る。加えて、フィッシャーは後 4 世紀になると「裸の
女神」が「オランス」と融合する点を指摘しているよ
うに（Fischer 1994: 78）、「オランス」についても

「直立」姿勢から派生した形態と考えることができ
る。したがって前 1 世紀以降に主流となる「アナシル
マ」及び「オランス」姿勢のテラコッタ製女神像はい
ずれも裸体では表現されないものの、所謂「裸の女
神」の姿勢の表現を受け継ぐ形態であると言える。ま
た、衣装を必要とする「アナシルマ」姿勢の増加は、

「着衣」を有するテラコッタ製女神像の増加を示すも
のであり、「オランス」にもしばしば「着衣」の表現
が用いられた。「アナシルマ」と「オランス」姿勢が
主流となる前 1 世紀以降に、姿勢と連動して「着衣」
の表現が増加したのである。
　最後に口角に注目する。口角は北サッカラ出土資料
において、「直線」が主流となるなど、大多数を占め
る形態がある一方、テル・アトリブ出土資料では様々
な口角が年代に関係なく無作為に用いられていた。
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よって口角の形態には年代的な差異は認められず、各
遺跡における特徴、あるいは製作者による差異が出現
していると考えられる。
　上記で検討してきた形態変化を整理すると、テル・
ティマイ、テル・アル＝ヘル、テル・アトリブ、北
サッカラ出土のテラコッタ製女神像において、前 1 世
紀以降、頭部装飾は複数の要素が組み合わせられる傾
向、衣装の有無は「裸体」から「着衣」へと変化する
傾向、髪型は当時の流行が取り入れられる傾向、姿勢
は「直立」型から派生した形態が用いられる傾向が見
られる。そして、前 1 世紀以降の頭部装飾を除く髪型
と衣装、姿勢の形態の傾向は後 1 世紀末から後 4 世紀
まで継続的にみられることをカラニス、モン・クラウ
ディアヌス出土のテラコッタ製女神像で確認した。な
お、頭部装飾に関しては、カラニスとモン・クラウ
ディアヌス出土資料において後 1 世紀末以降から後 4
世紀に単一の頭部装飾が主流となる点、頭部装飾を構
成する要素の選択には年代的な差異は認められない点
から、その形態変化には年代以外の要因も検討する必
要がある。加えて、目の形態が簡略化される傾向は、
1 遺跡または 1 地域でみられる現象である可能性があ
り、グレコ・ローマン時代のエジプト全域で共通する
形態の変化ではない。前 1 世紀～後 1 世紀の資料に窺
える髪型と衣装、姿勢の形態の傾向が後世のカラニ
ス、モン・クラウディアヌスでも続いてた事実を積極
的に受け入れるならば、グレコ・ローマン時代のテラ
コッタ製女神像の形態変化の画期は前 1 世紀～後 1 世
紀に見られる。姿勢の形態変化は、形態そのものに変
化が見られるものの、プトレマイオス朝時代初期にす
でに見られた「裸の女神」の要素から派生した変化で
あるのに対し、髪型の形態変化は当時の流行が用いら
れるなど、革新的な変化であったのではないだろうか。

7．おわりに
　本稿では、出土記録から年代が特定でき得るテラ
コッタ製女神像を対象に、その形態の変化を明らかに
することを目的とし、女神像を構成する属性の形態分
析を行なった。分析の結果、テル・ティマイやテル・
アトリブでみられるように、プトレマイオス朝時代初
期（前 4 世紀）にすでに成立していたテラコッタ製女
神像の形態変化の画期は前 1 世紀から後 1 世紀である
ことが明らかとなった。加えて、テル・アル＝ヘルと
北サッカラ遺跡出土資料においても、テル・ティマイ
やテル・アトリブ遺跡から出土した同時代の資料と類
似する点を確認した。この画期の特徴としては、プト
レマイオス朝時代初期から見られる「裸の女神」の要
素を示す「直立」が派生する形で姿勢が変化する点、
ローマ美術の彫像で流行した髪型が見られるように

なった点が挙げられる。すなわち上記 4 遺跡から出土
したテラコッタ製女神像において、プトレマイオス朝
時代初期から見られる姿勢の「裸の女神」の概念が継
続的に使用された一方で、プトレマイオス朝以降の
ローマの文化の影響も受けていたと考えられる。一方
で、主にローマ支配時代から形成された集落であるカ
ラニスやモン・クラウディアヌスから出土したテラ
コッタ製女神像では、髪型と衣装、姿勢において上記
4 遺跡の後 1 世紀以降の出土資料と同様の傾向が窺え
るが、頭部装飾や目は異なる傾向を示した。このよう
な形態の差異の要因は、出土する遺跡の性格や文化伝
統が影響している可能性が高いと考えるが、他のモ
チーフも含めた他遺跡の分析資料を追加し検証を積み
重ねることで、今後の課題としたい。さらに、アトリ
ビュートや頭部装飾の構成要素は、エジプトの女神で
あるイシスやハトホルおよびギリシア・ローマの女神
の特性を示すものであり、これらの時代差や遺跡間で
の差異を細分析することで、テラコッタ製女神像に表
現されるエジプト文化とギリシア・ローマ文化の選択
や受容の要因を明らかにしていきたい。
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註
1 ） このような異文化受容の様相を示す例には、S. A. アシュ

トン（Ashton）が指摘するように、プトレマイオス朝時
代のエジプトの彫像や図像について、当時の支配者がギリ
シア文化とエジプト文化を組み合わせることで双方の支配
者であることを示した点が挙げられる（Ashton 2001）。ま
た、L. トロク（Török）はプトレマイオス朝時代初期のテ
ラコッタ製像の様式にヘレニズム文化との融合が見られる
点を指摘した（Török 1995: 22）。
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2 ） エジプトで製作されたテラコッタ製像はしばしばプトレマ
イオス朝時代以前にも見られ、手捏ねや型（mold）によ
る成形、ろくろ成形など様々な方法で作られていた

（Bailey 2008: 5）。グレコ・ローマン時代に笵型を使用し
た製作技術が導入されたことで、テラコッタ製像は大量生
産され、地中海周辺地域に広範に見られるようになった

（Sandri 2012: 630）。
3 ） テラコッタ製像のモチーフには、ハルポクラテス神（註 9

参照）やホルス神の母であり、病気の治癒能力を持つイシ
ス女神、セラピス神（註 27 参照）、舌を出し、ライオンの
耳を持つベス神などの神々のほか、人間ではない存在、人
間、動物などがある（Fischer 1994: 102; Bailey 2008: 13; 
Sandri 2012: 633-643; Helmbold-Doye 2015: 62-68）。

4 ） 本稿における「様式」の概念は美術史学における「普遍的
な観照および表現の方式（神林ほか編 1989: 22）」の意味
をとる。つまり、対象となる作品が制作された時代や地域
において流行した作品のスタイル、作者の癖、さらには作
者が属する流派を指す。

5 ） プトレマイオス朝時代にはイシス女神とアフロディーテ女
神が同一視されたことから、バシレイオン（註 8 参照）や
カラトス（註 7 参照）を有する女神像については、しばし
ば「イシス・アフロディーテ」と特定の女神の名称で示さ
れる。しかし、同時代にはイシス女神やハトホル女神も同
一視された傾向にあることから、「ハトホル・アフロ
ディーテ」と解釈された例も窺える（Colin 1994: 534-539; 
Bailey 2008: 8）（註 6 参照）。

6 ） グレコ・ローマン時代には古代エジプトの伝統的な女神で
あるイシス女神やハトホル女神が混同して表現された例
や、これらの女神がアテナ、デメテル、アフロディーテな
ど、古代ギリシャの神々と習合または同一視された姿で表
された例があることから（Fischer 1994: 78）、女神の特定
は困難な場合が多い。

7 ） カラトスは大型の籠状の形態をとり、デメテルやアフロ
ディーテの象徴として用いられる頭部装飾である（Malaise 
2014: 259）。

8 ） バシレイオンは牛の角と太陽円盤、一対の羽で構成され、
ハトホルの象徴として用いられる頭部装飾である（Nagel 
2015: 196）。

9 ） グレコ・ローマン時代のエジプトのテラコッタ製像のモ
チーフにおいて子供に分類されるものの多くは、幼少期の
ホルスあるいはホルス神が子供や青年になった姿で表され
るハルポクラテス神、またはギリシアの神のエロス神であ
る（Sandri 2012: 634-635）。前者はイシス女神（Ballet 
2020: 140-141）、後者はアフロディーテ女神とともに表現
される傾向にあり、ハルポクラテスは円形あるいは楕円形
のポット、エロスはトーチがアトリビュート（註 10 参照）
となる傾向がある（Sandri 2012: 634-635）。

10） 「アトリビュート」は表される人物や神などが誰であるか
を示すために、慣習的にその人物と結びつけて表現される
物品を指す（佐々木監 1989: 28）。特に、幼少期のホルス
神あるいはハルポクラテス神はイシス女神、エロス神はア
フロディーテ女神と同時に表現される点、シストルムはハ
トホル女神に関連して用いられる傾向にある点から女神像
の象徴となっている。

11） 「裸の女神」は手足を揃え、直立する姿で表される女神像
であり、フィッシャーはヘレニズム時代に古い伝統として
発展した女神像として位置付けた（Fischer 1994: 77-78）。

12） 「アナシルマ」とは女神が服の裾を手で持ち上げ、性器を
露出させる姿勢を指す。この姿勢について、F. デュナン

（Dunand）は、これらの像が女性と出産の守護神である
イシス・ブバスティスを表していると示唆した（Dunand 

1973: 85）。さらに、ベイリーは女神を表している可能性が
あると示唆している（Bailey 2008: 9）。

13） 「イシスの結び目」とは女神像の胸部中央の結び目を指し
（Nagel 2015: 196）、この表現は新王国時代まで遡ることが
できるとされている（Bailey 2008: 9）。

14） 美術史的な様式に基づき対象資料を描写している点から、
明確な型式分類の項目は示されていない（Philipp 1972: 
12-15; Szymańska 2005: 140-142）。

15） シュマンスカはテル・アトリブから出土したテラコッタ製
像 の う ち、 イ シ ス・ ア フ ロ デ ィ ー テ 像 の み「 類 型 学

（Typologie）」に基づいて示すことができると指摘した
（Szymańska 2005: 140-142）。シュマンスカが用いた「類
型」は美術史学の様式に基づくものであり、考古学におけ
る型式（Typology）とは区別される。

16） ニンブスとは聖なる光に満たされた聖人、その他の人物の
頭部を囲む円光あるいは光の円盤を指す。プトレマイオス
朝時代の王の肖像や後 1 世紀のローマ帝国貨幣の皇帝肖像
に表されるように、神性の象徴として表されている（佐々
木監 1989: 756）。

17） ドーリア式キトンは、ペプロス（長方形の布で身体の前後
をおおい両肩を留針などで留める衣装）を原型とする古代
ギリシアの衣装であり、ギリシアにおいてはアテナイやス
パルタなどの婦人が着用したとされる（丹野 1985: 61-63）。

18） イオニア式キトンは、筒型の麻布を顔と両腕が出せるよう
に縫った古代ギリシアの服飾である。ウエスト部分をベル
トで縛ることでドレーパリーができるため、ドーリア式キ
トンと比較して優美な印象が与えられる効果がある（丹野 
1985: 63-64; 中村 2017: 111）。

19） ヒマティオンは、古代ギリシアの衣装のうち上掛けを指
し、長方形の布地を一部縫い合わせ肩から掛ける衣装であ
る（中村 2017: 111）。

20） コントラポストは人体の諸部分の作用と反作用を言い表す
言葉であり、当表現を用いることで人体に近い表現を可能
とする表現方法である（佐々木監 1989: 436-437）。

21） Cat. 4 について、既往研究ではデメテル信仰に関するバス
ケット状の頭部装飾と指摘されており（Bennett et al. 
2016: 24）、本資料の大きさから頭部装飾である可能性が高
い点、破損した下部に頭部が続くと考えられる点から女神
像の一部として集成した。

22） Cat. 12 に関して、中央の太陽円盤とその両端に牛の角が
確認できることからバシレイオンであると断定できる

（Bennett et al. 2016: 21）。
23） 女神以外のテーマを含めた、テル・アトリブ出土のテラ

コッタ製像の先行研究では、プトレマイオス朝時代初期に
は細長い形またはアーモンド形の小さな目が主流であり、
プトレマイオス朝時代末（前 2～前 1 世紀）に厚い瞼の表
現が登場し、後 3 世紀以降は大きな目が表現されるように
なると指摘されている（Szymańska 2005: 132-136）。

24） 北サッカラ遺跡出土のテラコッタ製女神像 10 点のうち、3
点（Cat. 46, 48, 50）は 2023 年 3 月（第 6 次調査）に出土
しており、これらの資料の詳細は北サッカラ遺跡第 6 次調
査の概報において掲載予定となっている。なお本稿への掲
載に際し、隊長である金沢大学の河合望教授より許可を得
た。

25） Cat. 51 について、玉座に座る構図をとることから、イシ
ス女神あるいはセラピス神である可能性が考えられる。前
者の場合にはホルスを伴うが、対象となる資料が摩耗して
いることからアトリビュートは確認できなかった。しか
し、先行研究ではイシス女神の可能性が指摘されているほ
か（Allen 1985: 404）、頭部にショールがかけられている
点から、イシス女神である可能性が高いと判断した。なお
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Cat. 53～59 に見られる「オランス」の姿勢は神像である
と考えられてきた一方で、祈る姿から所有者の眷属を表し
て い る と す る 既 往 研 究 も あ る（Török 1995: 127-128; 
Bailey 2008: 43）。しかし、「オランス」の姿勢で頭部装飾
が認められない資料の中でも、正面部分は着衣、背面は裸
体で表現され、神殿跡から出土する例も窺える（Cat. 54, 
55）。このように部分的に裸体表現が見られる点や出土コ
ンテクストから、「オランス」の姿勢を有する女性の像は
女神像である可能性が高いと考える。

26） モン・クラディアヌスで採掘された花崗閃緑岩はローマに
建造されたローマ皇帝トラヤヌス（Trajanus：在位 98-
117） の フ ォ ル ム 内 の バ シ リ カ・ ウ ル ピ ア（Basilica 
Ulpia）やティヴォリ（Tivoli）に建造されたローマ皇帝
ハドリアヌス（Hadrianus：在位 117-138）の別荘、パン
テオンなどの公共建築物でのみ使用される傾向にある

（Peacock et al. 1994: 229）。
27） エジプトにおけるヘレニズム化の象徴であるセラピス神は

プトレマイオス朝時代からみられる神であり、エジプトの
主神であるオシリスと雄牛の姿をしたエジプトの神である
アピスと関連付けられる（Helmbold-Doye 2015: 62-68）。

28） 頭上にバスケットを有していた可能性が示唆されている
（Maxfield and Peacock eds. 2006: 271-272）。

29） 前 1 世紀～後 1 世紀に年代づけられる北サッカラ遺跡出土
資料 10 点、前 4 世紀と前 3 世紀～前 1 世紀に年代づけら
れるテル・アル＝ヘル遺跡出土資料 3 点の特徴がテル・
ティマイ、テル・アトリブ遺跡の同時代の資料と類似す
る。ただし、胴部が確認できる前 3 世紀～後 4 世紀のテ
ル・アル＝ヘル出土資料 3 点は、年代による形態の差異を
確認することは困難である。しかし、姿勢と衣装、アトリ
ビュートの関係性について「直立」姿勢にのみ「裸体」の
表現がされており、さらに「直立」姿勢と「アナシルマ」
姿勢のいずれの姿勢にもアトリビュートは認められない点
はテル・ティマイ、テル・アトリブ、北サッカラ遺跡出土
資料に類似することが明らかとなっている。
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